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血中ヘルパ-T (Th).綿除傷害性T (Tc)， CD28発議
1'1・Tc細胞数， TLR4発現単球およびCD80発渓単球数
を競べた. (結果}連動後. Th， TcおよびCD28発現Th
細胞数， TLR4発現単球数は変動しなかったが，経法SlgA
分泌波ro:. CD28gem Tc線総数およびCD80発:fJ1，単球数は
増加した (pく0.05).[総括}中等皮のレジスタンストレ…
ニングによって， CD28発現Tc継総およびCD80発現単球
数が増加したことから， '1'紹IJ混と抗原提訴綿Ifilによるす
細胞の活性経路が充逸した可能性が示唆された.また， ト
レーニングによるi唾液SIgAの増加により，口路内免疫誌
が端部する可能性が示唆された.r4l1;字度のレジスタンスト
レーニングによって，筋力や筋量の増加ばかりでなく，加
齢による免疫機能抵下の改蕃に役立ち，悪性新生物や感染
症の穣怠リスクの低下につながると考えられる，結論とし
て， 12遊間の連動によって免疫機能の尤進の可能性が示唆
された‘
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